アクティブＳＩＴＡホームページ・設計ガイド(2007/2改訂版)

2007/2/6（修正・長井）
アクティブSITAのホームページ立上げにあたり作成した設計ガイドをリニューアルにあたり修正しました。

１．作成ツール

・ＩＢＭホームヘージビルダーＶ9以降を使う。

２．フォルダ・ファイル構造

（１）メニューごとにフォルダを設けて階層構造とし、画像は[image]の中に収容する。

階層は、３レベル以下にとどめる。(原則)

・[active-sita]------[image]
------index.html

------[submenul]------[image]

------submenul.html

------[submenu1-1]------[image]

------submenu1-1.html

------[submenu2]------[image]

------submenu2.html

（２）フォルダ、ファイル名は半角、小文字とし、ファイルの拡張子はhtmlとする。

（３）フォルダ、ファイル名はヘボン式の簡潔でわかり易い名前を付ける。

ヘボン式ローマ字変換は、「ヘボン式パンチ」を廃止し、従来の以下に戻します。

「ヘボン式ローマ字 機能追加スクリプト：http://www.d-project.com/hebonconv/」。

使用にあたり例外として、「ii」が連続する時、誤判読されるケースがあるので、この場合は「i」を挿入する。

　例）「石井（いしい）」→「ishi」（石）となる、これは「ishii」とする。（詳しくは、「ヘボン式変換ツール選定.xls」）

（４）第1階層の[image]にはＴＯＰぺ一ジと各ペ一ジ共通で使う画像を収容する。

（５）下記画像ファイル名は種類ごとに先頭文字で分類し、判別しやすくする。(*:ファイル名)：今回簡略化

・タイトル、サブタイトル　：tl_*.gif　（今までは、title）

・ボタン　　　　　　　　　：bt_*.gif　（今までは、bn）

・バナー　　　　　　　　　：ba_*.gif　（今までは、banner）

・写真　　　　　　　　　　：pt_*.jpg

・アイコンやマーク　　　　：icn_*.gif

３．基本設計

（１）ページ幅

・ページ幅は８００ｐｘとする。ディスプレイサイズＸＧＡが普及し、印刷もIE7.0より縮小印刷可。

・ページの大枠をＣＳＳで指定し、各ページの中味は、すべて表組とし、フレームは使わない。

・表は上端、左端で余白なしでレイアウトする。表は中央揃えとする。

（２）各ペ一ジ

・別ペ一ジにリンクを貼る場合は、ボタンを設ける。(原則:ロールオーバー)

・各ペ一ジが長い場合には、項目ごとに、[ＴＯＰへ]のボタンを設ける。尚、画面で２～３ページを超えて更に続く場合は、「次のページへ」や「前のページへ」ボタンを設ける。

・第２階層以下でリンク元に戻る場合には、〔戻る〕ボタンを設ける。

４．デザイン

・全体のデザインを統一する。(形状、色彩など)

・できるだけ画像を多く使用し見やすくする。画像のサイズは必要な解像度で可能な限り小さくする。

・文字のサイズは標準以上とする。

・各ペ一ジのデザインの詳細は別途検討する。

＊　各資料の保存場所：アクティブSITA・FTPサーバー：/Member/99-HPリニューアル/ 

以上

このページ以降は、参考部分です。

５．アクセシビリティ

●　日経パソコン2003・9・1号(e都市ランキングＰ．１１６)のアクセシビリティ対策を行う。

・各ペ一ジに適切なタイトルを記載している。

・ダウンロ一ドファイルのサイズを記載している、

・各ペ一ジに団体名を記載している。

・画像に代替テキストを用意している、

・文字の大きさを変更可能にしている。

・フレームの使用を禁止している。

・色覚に障害のあるユーザに配慮している。

・ページ読み上げソフトでページを確認している。

６．チェック

（１）アクセシビリティやリンク貼りなどのチェックを十分行う。

・ホームページビルダー、孤島発見器などのソフトを使ってチェックする。

７．補足資料： アクセシビリティガイドライン（日経ＢＰガバメントテクノロジー・電子自治体ポータル）

レベル　Ａ：必須　Ｂ：出来るだけ　Ｃ：推奨　

	項　　目
	レベル

	1　画面を構成する要素
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	（１）文字・表記
	
	
	

	ア 音声読上げソフトでも情報にアクセスできるような表記にすること
	○
	
	

	イ 機種依存文字などは使用しないこと
	○
	
	

	ウ フォント、行間、表示位置を指定する場合は見やすくすること
	
	○
	

	エ 理解しやすい文章表現で記述すること
	
	○
	

	（２）色
	
	
	

	ア 色のコントラストに配慮すること
	○
	
	

	イ 機種依存文字などは使用しないこと
	○
	
	

	ウ フォント、行間、表示位置を指定する場合は見やすくすること
	
	○
	

	エ 理解しやすい文章表現で記述すること
	
	○
	

	（３）スクリプトなどの動的なWEB技術
	
	
	

	ア スクリプトなどの動的なWEB技術は、利用できない環境のための代替情報を提供すること
	○
	
	

	（４）リンク
	
	
	

	ア イメージマップはクライアントサイドのものとし、代替リンクをつけること
	○
	
	

	イ リンクを張る文字や画像には適切な大きさと間隔を取り、リンクであることがはっきりとわかるようにすること
	
	○
	

	ウ リンクはリンク先の内容がわかりやすいように作成すること
	
	○
	

	（５）フォーム
	
	
	

	ア フォームは音声読上げソフトでも操作可能なものにすること
	○
	
	

	イ フォームのコントロールは操作しやすい大きさにし、充分な間隔をとること
	
	○
	

	ウ フォームのコントロールには適切なデフォルト値を設定すること
	
	
	○

	エ フォームによる入力をさせる場合には、代替手段を提供すること
	
	
	○

	（６）画像
	
	
	

	ア すべての画像には適切な情報の補足をすること
	○
	
	

	イ リンク先として直接画像ファイルを指定しないこと
	○
	
	

	ウ 文字を画像化し使用する場合は、フォント、サイズ、コントラスト等に配慮し見易くすること
	
	○
	

	（７）音声・動画
	
	
	

	ア 音声・動画による情報は、テキストでも情報提供し、自動実行はさせないこと
	○
	
	


	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	（８）フレーム
	
	
	

	ア フレームの使用は必要最低限にすること
	○
	
	

	（９）表
	
	
	

	ア 表を使用する場合は、音声読上げソフトでも情報にアクセスできるようにすること
	○
	
	

	イ データのための表には適切な表題をつけること
	
	○
	

	ウ データのための表には、テキストによる情報の補足をすること
	
	
	○

	２．全体の構成
	
	
	

	（１）タイトル
	
	
	

	ア 各ページには、内容がわかるような適切なタイトルをつけること
	○
	
	

	（２）画面の明滅・切替
	
	
	

	ア 画面全体が明滅する表現は使用しないこと
	○
	
	

	イ 明滅や自動スクロールなどの動きがある表現を使用する場合は、コントラストやスピードに充分配慮すること
	
	○
	

	ウ 　 ページが自動的に切り替わるような技術は使用しないこと
	
	○
	

	（３）サイトの案内
	
	
	

	ア 検索のためのキーワードを提供すること
	
	○
	

	イ サイト内を移動するための基本操作は、サイト内でデザインや位置を統一すること
	
	
	○

	ウ 目次・サイトマップを提供すること
	
	
	○

	エ 現在いるページの所在情報を利用者が把握できるようにすること
	
	
	○

	オ 利用しやすい検索機能を提供すること
	
	
	○

	（４）ページデザイン
	
	
	

	ア スタイルシートに未対応の環境でも、情報にアクセスできるようにすること
	○
	
	

	イ スクロールバーは非表示にしないこと
	
	○
	

	ウ ページの長さや幅は、スクロールに配慮して作成すること
	
	○
	

	エ 属性の値は相対値で指定すること
	
	○
	

	（５）構造
	
	
	

	ア 情報は適切にグループ化し、アクセスしやすくすること
	
	○
	

	イ 論理構造を表すためのタグは、見栄えのために使用しないこと
	
	○
	

	３．利用環境への配慮
	
	
	

	（１）ファイルの情報
	
	
	

	ア テキストまたはHTML形式のファイルでも情報提供すること
	○
	
	

	イ ファイルのサイズは極力小さくし、HTML形式以外のファイルへのリンクには内容やサイズを明記すること
	
	○
	

	（２）代替ページ
	
	
	

	ア ページの特性上、どうしてもガイドラインに適合できない技術が必要な場合は、同等の情報をもつテキストページを提供すること
	
	○


	

	（３）装置依存
	
	
	

	ア キーボードのみによる操作が可能なこと
	○
	
	

	（４）ブラウザによる違い
	
	
	

	ア ブラウザのバージョンや種類に依存する技術は使用しないこと
	
	○
	

	（５）応答時間設定
	
	
	

	ア 制限時間のある応答を要求するときは、利用者に注意を促すか、充分な時間をとること
	
	
	○

	４．その他
	
	
	

	（１）W3Cの技術
	
	
	

	ア ガイドラインに記述がない項目は、W3Cの技術を使用すること
	
	○
	


以上
